
指導案作成のワン・ポイント・アドバイス 

１ 指導案立案のプロセスと各様式の関係 

 手順 使う様式 

１ テーマの 
決定 指導案 テーマ欄 

↓ 

２ 目的の 
検討 指導案 目的欄(概要・安全・成否・やりやすく) 

↓ 

３ 到達目標の 
検討 

指導案 到達目標欄 
(指導案の目的 安全・成否・やりやすくを反映) 

‖ 

目標分析の上位目標  
または 作業分解 成功基準 

↓ 

４ 指導項目の 
検討 

目標分析 授業項目設定書 
 または 作業分解 指導項目 

‖ 
指導案 指導項目 

↓ 

５ 展開の 
検討 指導案 展開欄 

 
 
２ 指導案概要部の記述手順とコツ 

 

 
 

１ テーマ設定 

２ 目的の検討 

４ 指導項目の検討 
目標分析 または 作業分解 

３ 到達目標の検討 

４ 指導項目の検討 

５ 展開の検討 

アウトプットは以下 1、2 の

どちらかとなる 
1. 指導案と目標分析 
2. 指導案と作業分解 

指導案および作業分解につ

いては、本冊子（指導準備

ツール）の末尾に添付され

ている様式、もしくは

Moodle からダウンロードで

きる様式を使用すること。 
目標分析については、

Moodle からダウンロードで

きる様式を使用すること。 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

目的：そのテーマの訓練を行う理由を記述します 

・需要：テーマが使われ現実の仕事の場面 

・安全：仕事の場面で配慮すべき安全上の課題 

・成否：仕事の場面で求められる成果。精度・品

質など 

・やりやすく：仕事の場面で求められる効率 

到達目標：受講後に受講者ができるようになるこ

とを記述します 

・ 目的欄に記載した安全・成否・やりやすくのそ

れぞれを網羅します 

・ ～できる（×：～を知っている/理解できる/説

明できる） 

・ 目標分析または作業分解に反映させます 

指導項目：到達目標に到達するために指導する項目 

・～の方法、～の手順（名詞形にする、「～を説明す

る」など指導方法は記述しない） 

・ 到達目標欄に記載した安全・成否・やりやすくのそ

れぞれに対応 

・ 目標分析または作業分解の結果を記述します 

 



３ 指導案 展開部の記述のコツ 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
  

適用には練習

方法/条件を

記述します 

評価には評価

方法/項目を

記述します 

概要部の指導項目のすべてを指導します 
概要部の指導項目と同じ名称で記述します 
概要部と展開部の対応を明確に記述します(同じ番号づけ) 
 

各指導項目の提示内容は説明する内容を箇条書きにします 

作業分解の作業手順・カンコツ急所に記載している内容、

目標分析の最下要素ができるための具体的な作業手順

や配慮事項、知識事項を記述します 



４ 作業分解記述のコツ 

作業分解の目的は、訓練で扱う指導項目、提示の内容を見つけることです 

 

 
 
  

作業手順、急所とその理由から指導項目を導き出

す際は、まず、各項目を安全・成否・やりやすくに

分類します 

その後、安全・成否・やりやすくの各項目を目的別

に分類します 

例：安全 の項目は、周囲を確認するための要素と

手を打たないために 2 段階で打つ要素に分類でき

ます。＝安全に作業する手順(周囲確認、はじめ強

く釘を固定→強く打つ)になります 

作業が成功したと判断する基準には、作業中、作

業後がどのような状態になっていれば成功なの

か、状態を記述します 

指導案の到達目標を記述します 

このまま、指導案の指導項目欄に転記します 



5 目標分析の記述方法 

目標分析の目的は、訓練で扱う指導項目、提示の内容を見つけることです 

     

  

指導案の到達目標を最上位の要素として並べる 

下位の目標を授業項目設定書に整理し、指導

案の指導項目欄に転記する 

 

その際、語尾を名詞形にする 

○○できる → ○○の方法 

        ○○の手順 

 

階層が深い場合は、(  )内に羅列する方法も

考える 

1.○○ 

1.1 ○○ 

1.2 ○○ 

1.2.1 ○○ 

1.2.2 ○○ 

1.2.3 ○○ 

 1.2.3.1 ○○ 

  1.2.3.2 ○○ 

↓ 

1.○○ 

1.1 ○○ 

1.2 ○○(1 ○○ 2 ○○) 

1.2.3(1 ○○ 2○○) 

 

階層の深く最下層の要素が作業や知識そのも

のを表す場合、指導項目の提示内容となる場

合もある 

■指導項目 1.2 ○○ 

提示  

・1.2.1 ○○について説明する 

1.2.1.1 ○○する  ←指導案作成時に 

1.2.1.2 ○○する 

1.2.1.3 ○○する 

・1.2.3 ○○について説明する 

1.2.3.1 ○○  ←目標分析を転記する 

1.2.3.2 ○○ 

 

指導案の目的欄

育成する能力の

「～できる」ま

でを転記します 


